
事業名答 内容 備考 考察

スクールバス 住民混乗不可
登校２便、下校３
便

R2年間利用4656人。遠方か
ら小中学校に通学する児童生
徒向けとしての利用であり、
住民混乗は住民意向を踏まえ
て住民混乗の検討

ハイヤー 三共ハイヤー
バスやJRで対応できない場合
の最終移動手段

医療法人 英晃会 妹背
牛診療所

受診者用送迎バス（事業者運営）
R2年間送迎利用者数４１０６
人。日常的に通院している人
向けに必要な移動手段

デイサービスセンター 利用者用送迎バス（事業者運営）
日常的に通院している人向け
に必要な移動手段

高齢者等交通費助成事業

・R２年度から実施
・本人や配偶者が自家用車を所有していない世帯のう
 ち次のいずれかに該当
 ※満６５歳以上の者の世帯
 ※障がい者等手帳保有世帯
 ※町長が認める世帯
・１万円（１００円×１００枚）助成券
・空知中央バス路線、三共ハイヤー町内利用、JR函館線（領収書
による）

R2年度から実施しており、利
用率的には6割程度。公共交
通利用者が少ない中、交通弱
者への支援で公共交通の利用
促進を図る。

妹背牛町内の交通施策 資料１－５



事業名答 内容 備考 考察

スクールバス 住民混乗可（利用実績なし）、
登校２便、下校４便
（月曜は３便）

遠方から小中学校に通学
する児童生徒向けとして
の利用であり、住民混乗
も可能

ハイヤー 三共ハイヤー、新星ハイヤー
バスやJRで対応できない
場合の最終移動手段

タクシー助成事業

・対象者：60歳以上の町民
・助成内容：運賃千円未満の場合 利用者負担100円、千円以上
～2千円未満 利用者負担200円、2千円以上～3千円未満 利用
者負担300円としている。
・助成券（千円ごとに1枚使用できる）を発行。助成券交付枚数
は年齢により30枚～最大90枚の制限有

予算7,200千円

バス高齢者利用助成事
業

・対象者：65歳以上の町民
・助成内容：路線バスを利用する場合、秩父別-深川市間の運賃
を一律200円とし利用券を販売している。利用者は利用区間の登
録が必要。

予算500千円

秩父別町高速バス利用
者タクシー助成事業

・対象者：町民
・助成内容：自宅から高速るもい号秩父別ＩＣ入口バス停留所ま
でのタクシー利用料全額を助成する。バスが到着するまでの待機
時間（10分以内）も対象。

〇予算：10千円

秩父別町内の交通施策



事業名答 内容 備考 考察

町営バス
幌新線（土日祝日及び学校休校日の上下線1便目は運休、1月1日
は全便運休、1月2日・3日の1便目と5便目は運休）
東予線（学校休校日、土日祝日は全便運休）

1日5往復

1日3便

Ｒ２年度年間8552人

Ｒ２年度年間4839人

スクールバス
東予線（町営バスの便をスクール併用）
幌新線（町営バスの便をスクール併用）
北竜中央線（住民混乗不可）

１日３便
１日５往復
１日３便

町営バスを活用し、遠方
から小中学校に通学する
児童生徒向けとしての利
用。北竜中央線は住民混
乗不可。

ハイヤー 明日萌観光ハイヤー
バスやJRで対応できない
場合の最終移動手段

乗合タクシー

・明日萌観光ハイヤー（町からの委託のためフィーダー対象外）
・８：００～１７：００まで９便（年末年始除く）
・町内登録者１００円、町外登録者２００円
・対象：市街地に住む６０歳以上の沼田町に住所を有する
    住民
    市街地に住む６０歳未満の方で所有自動車等交通
    手段のない方
    碧水市街、多度志市外方面からの予約バス利用者
    ※郊外の方は年齢制限なしで登録不要

１日９便

Ｒ2年度年間6609人
乗合せ人数も多い場合が
ある。
町営バスが利用しにくい
場合などでの移動手段。

沼田町内の交通施策



事業名答 内容 備考
考察

※北竜町地域公共交通計
画の内容に基づく

スクールバス

住民混乗可
 碧水線
 竜西線
 美馬牛線

１日３便
１日３便
１日４便

遠方から小中学校に通学
する児童生徒向けとして
の利用であり、住民混乗
も可能。
Ｒ2年度住民利用者（100
円）：2433人

ハイヤー 和ハイヤー
バスやJRで対応できない
場合の最終移動手段

乗合タクシー
・和ハイヤー
・運賃２００円
※滝川北竜線の廃止に伴う増便を検討

令和2年度年間2023人

町営有償運送
滝川北竜線代替交通
 Ｒ4年4月1日～

１日３便
上記の乗合タクシーと協
調しながら運行

町営福祉有償運送

・北竜町社会福祉協議会が運営
・対象：自力で公共交通等の利用が困難な方
・専用車両で医療機関等へ送迎
・初乗り２ｋｍ以内２００円で、以降２ｋｍ以内ごとに
 １００円加算

運行時間帯
 平日午前・午後（病
院予約に合わせて運
行）

Ｒ2年度年間利用者数
 ８０人

北竜町内の交通施策


